
「デ ィ ル タ イ に お け る 『.相対 性 』 の.

論 理 的 基-礎 構 造 」

塚 本 正 明

1は じめ に

この論 文 に齢 い て私 は,デ イル タ イ哲 学:を貫 徹 す る 「相 対性 」(Relativitat)の 問題 を,

tiく つ か の主 要 概念 の間 の 論理 的 基礎 構 造 の分 析 を通 じて考 察 し,最 後 に,こ れ に関連 して,「

創造 」(Schaffen)の 問題 につ い てい くらか触 れ る ことに した い。

さて デ イルタ イ がそ の晩 年 に到達 した 「哲 学 ゐ暫 学 」 と して の 「世界観 学」 が得 た帰 結 は,周

知 の よ うに,人 類 の精 神 史 に現 わ れた 諸世 界観 を哲 学史 的 に 回顧 す る こ とに よ り,、.「自然主 義 」,

「自由 の観 念 論 」,「 客観 的 観念 論 」 とい う基本 三 類型 に分類 す るZと,そ して これ に よ って諸

世 界観 に独断 的 絶対 性,普 遍 妥 当性 を拒 み,む しろ歴 史 的 相対 性 を付 与 す る こ とで あ っo

と ころで,デ イル タ イに よ って性 格 づ け られ た世 界観 の歴 史 的 相対 性 の よ って来 る源 は,世 界

観 そ の もの の成 立 の場 と してのLebenの 「根本 事 実 」(Grundtatsache .)が もつ歴 史 的

相 対性 で あ る。 これ は,普 通 に 「相対 主 義」 と して論 じ られ る場 合 の,世 界 観 のp6pKLV論的 「主観

性 」 とい う意 味 での 「相 対性 」に 対 し,さ らに そ の根 に ある:Lebenの 客 観 的有h方 と して の存

在 論 的 な根源 的 相対 性 で ある。 吾 々 の本質 的 な課 題 は,こ の根 源 的相 対 性 を解明 す る ことで あ る。

この解 明 に よって,「 万物 の尺度 は人 間 で あ る」 とす る プ ロダ ゴ ラス流 の人 間 中心主 義 的相 対主

義 を批 判 す る こ と も可能 に な るの で あ る。

さてLebenと りわ け 具体 的体 験 は,一 般 的 に言 って,「 意 識 の直 接 与件 」 と して の確 実性 を

もつ 「事 実 そ の もの」,「 実証 性(Positivitat)そ の もの 」,「 経 験(:Empirie)そ

の もの」 と いわ れ る。Lebenは,人 間 的 経験 そ の もの と して 自 らを露 わ に示 す 「現 象 そ の もの」

(Phanomenselbst)注1で あ る。 そ れ は・ い わ ゆる形 而 上学 的 実体 で はな く・ ・「現 象 そ

の もの」 と して,無 前 提 的 に直 接的 に 自己 自身 を示 す もの と して,・自 らの背後 に前 提 を も左 ない。

む しろ それ 自身前 提 そ の もので ある。 しか し全 くの無 制 約 者 では な い。 即 ち条 件 づ け られ てい る。

但 し・L・b・nが ・.自然科 学 の対 象 と してで な く・精 神 科学(G・i・t・ ・wi・"sen・ch・ft)注2

の 対象 と して の本 来 的 な精 神 的歴 史的 な:Lebenで ある限 り,こ れ を本 質的 左意 味 で制約 す る条

件 は,Lebenl2対 して 外的 超越 的 で な く,む しろ:Lebenそ の もの に 内在 して い ると 考 え られ

る。LebenがLeben自 身 を条件 づ け てい るので ある。 ここに物 質 的 自然 に対 するLebenの

原 理的 な 自律 性 が ある。Lebenは この意 味 で,前 提 その もので あ り,・「現 象」'として 自 らを露

わに す ると ころが そ の全 て で あ り切 る よ うな 「現 象 そ の もの」 で ある。 そ して,こ の 「現象 そ の

もの 」 の実 質 は,知 ・情 ・意 のTotalitatと して の 「経験 的 意識 」(empirisches

Bewuβtsein)の 領 域 で あ る。 この領 域 は,例 えば カ ンFや フ ヅサ ー ルが 開示 した 「超 越 論

一29一



的 意 識 」(transzendentalesB.)や 「純粋 意 識」(reinesB.)あ る いは 一般

に形而 上学 的 左,超 歴 史 的,超 時 間 的意 識 に対 して,徹 底 して時 間 的,歴 史 的 で あ り,文 字通 り

経験 的 で ある。:Lebenは,「 現 象 そ の もの 」 と して,端 的 左経験 そ の もの の領 域 で あ り,

の の

・"empi「ischeRealith't左 い し
・1・b・ndig・Realit釜t注3を も っ て い'

る。 壷 イル タ イの 忌¢;b}甲磯 μhお 』Φs鵡phieが 拠 って 立つ と ころ は,以 上 の よ う左 「現象 そ の

もの 」 と して の 「経 験 的意 識 」 そ の もの の領 域 で あ る・ 注4こ の領 域 こそ が・ デ イルタ イに と っ

ての 第 一次 的 なf現 実 」(Wi・kli・hkril)で あ り・ 生 命 的歴 史 的世 界 なの であ る・ 注5シ

ュプラ ンガニ の言 葉 を借 りるな らば,デ イ ルタ イは 「へ一 ゲ ル の思 弁体 系 に対 して,Subjekt

⑳ ものの 離 含 ま れ て い るL・b・nの エ ネ ・・ギー に立 還 ろ うと した 」注6の で あ る・

そ れ では,吾 々 自身 に と って の第-・次的 現 実,具 体 的 現 実 で あ るLebenの 「根 本 事 実」 をい

わば 宿命 づ け て い るRelativitatの 論理 的 基礎 構 造 は ど うな って い るで あろ うか。 この 問

題 を明 らかに す るた め に,私 は,ホ イシ ーの 『歴 史主 義の 危機 』(Heussi,DieKrisis
　 　 　 　

desH:istorismus19"32)に い く らか ヒ ン トを 得 て,Relativittitを 相 対 的 関
　 ら

係 性(relativeRelationalitをt)と して把 え直 し,こ れ を以 下 の 三 つの側 面 か ら考

察 しよ うと思 う。 即 ち,

1)共 存 の 次元 での 相対 的 関 係性 と して の 「構造連 関 」(「 心 的構 造 連 関」)

2)時 間 性 の次 元 で の相 対 的 関 係性 と しての 「発 展連 関」(「 心的 生 」 の 「発 展 」)

3)時 空 の綜 合的 次元 での 相 対的 関 係性 として の 「作用 連 関」(「 歴 史的 作 用連 関 」)
　 　 　

ち左 み にLebenの'「 根 本 事 実」 をそ の具 体性 にお・いて 分析 す る場合,正 し く 「具体(kon一
　 　 　 　 　 　 　

kret) 一1-とい う語 の 原義 が示 す通b,連 結 した郁 方,即 ち 「連 関 」(Zusammenhang)

の分 析 が必 要 な の で ある。 そ して,こ の基 礎 分析 に よ って,歴 史的変 遷 を貫 い て恒 常的 に妥 当す

る とみ られ るLebenの 論 理 的骨組 み,即 ちデ イル タ イの 言 う
.innere:Logik"を 明 らか

にす る ことが 可能 で ある。

と ころ で あ らか じめ注 意 してfoき た い が,Relativit翫 の論 理 構 造 を分析 す る際 見 出 さ
　 　

れ るLebensbegriffな い しLebenskategorieは,・ 一一一般 的 に 言 っ て,構 造 概 念 な い
　 　 　 　

し関 係概 念 と機 能 概念 と に大 別 され うる。 ま た,デ イルタ イの哲 学 を全 般 的 に特 色 づ け る論 理 性

は,「 全体 と部 分 」 の カテ ゴ リー に根本 規 定 され る生 命 秩 序 の論理 と して の 有機 体説 的 論理 構 造

で あ る。 「工ebenの 第 一 次 的 な カテ ゴ リニ 的規 定 」 と され る 「時間 性 」(Zeitlichkeit)

と並 ん で否 そ れ以 上 に,こ の 「全 体 と部 分 」 の カテ ゴ リー こそ,常 に至 る所 で:Lebenの 論 理 構

造 全体 を家 配 して い る。 但 し この カテ ゴ リー は,「 物 理 的 現 実」 と 「精 神 的 現 実」.との両 現 実 に

つ い そ の言 明 の有9方 で あ る 「包 括 的 カテ ゴy一一」 で あ るが・ 注
7特 に 「精神 的 現 実j,を 述語 づ

け る場 合 には,Lebenに 知 け る部 分 の全 体 へ の関係 そ の もの を標 示 す るLeben6kategorie

と して の 「意 義」(B・d・u・ ・ng)の カテ='y.一 と結 びつ いで い る・ 注8例 えば・ 室 内 の家 具

の 配 置 と か,最 も典型 的 には,文 章 にお・け る単 語 の配 置 に示 され る よ うに,部 分の全 体 に対 す る

関 係 の有 り方 が全体 の意 味 そ の もの を左 右 す る と同時 に,そ の 意味(Sinn)に よ って 逆規 定 さ.
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れう有機的論理構造において・その部分:(家具・単語・歴史的主体)は それを包括する全体(室
,

文,時 代)`こ 対 しBedeutungを もつ とい われ る。

始 ・一 般 にデ イ"
-イ踏 け る 厩 念Jは ・ そ の もの と して は,L・b・ ・の ・achli。hな

「根 本事 実 」 を・ 抽 象 的 に色 々の観 点 か ら代 現す るReprasentationと され る ことに注 意

してお きた い。 注9

さて具体的駄 繕 入ることに鍋 が澗 題を単純!け るために・・)構髄 関と2)発 展連

関に つ いて は・ 「個人Jの レベル に重 点 をお いて簡 単 に述 べ た い。 とNう の も
, -デイル タ イにお

tiて
"Einzeldasein"と か 。lndividuum"と か 言 われ る 「個 人」 は,そ れ 自身,唯

一 の 「自己価 値 」(:Eigenwert)と して 個的 全 体 で あh
,「 全人 」(A且lmensch,der

ganzeMensch)で あh,そ の よ うな もめ と して 全体 と部 分 の有機 体説 的 論理 構造 に従 』

って 生 命的 歴 史界 の全体 を反映 す る最 も単 純 左歴 史 の論 理 的主 体 か つ リア ル左主 体 と され
,歴 史

的 作 用連 関の 「交 又 点 」(Kreuzungspunkt)と して機 能 す る単 一 な・「力」(K:raft)

と され るか らで ある。

g:Leb.enの 相対 的 関係 性 の諸 相

1)構 髄 関(Strukturzusammenhang)

まずLebenを ・ 個人 的 体験 の直 接性 と しての 「経 験 的意 識 」 の レベ ルで把 え,こ れ を
.das

　

Phy・i・ch・ 嗣 して
.d・ ・P・y・hi・ch・"と みた場 合 ・注 、これの 内在的 制継 は・

第 一 に 「儲 連 関 」 で あ る・ ・d。 、P,y。hisch。 ・ の灘 は
,「 離 連 関 」そ の もの で あ

る。 経験 その もの と しての 具体 的 体験 は,本 来抽 象 的 に 分離 され えぬ知 ・情 ・意相 互 の構 造的 関

係 に基 いて 成 立す る。 即 ち,ト ー タ ル な生命 統一 と して 「体験 」(Erleben)は,「 構造 連 関」

その もので ある。:Lebenの 具 体 的発 現 の基 本単 位 で あ り,生 命 的歴 史界 の 「原細胞 」(Urze _

11)で あ る個 々の 「体 験 」に 内在 的 統 一 を与 え る もの は,こ の 「構 造連 関」 で あ る。 「体 験 」

は ・ 大 き く知的 把 握体 験,感 情体 験,意 欲 体験 の三 つ の基 本的 態度 に抽 象分 離 され るが,こ れ ら

は 互 い に還元 や導 出 の され え掩 独 自の 内的 構造 的 関 係 に よ っ』て 各 々区別 され ると同時 に,'ま た相

互 に 相対 的 に関連 し合 い ゴー一 つ の統 一 的体 験 を形 成 す る。例 えば,対 象把 握 に 際 して,注 意作 用

が付 随 し・注 意 作 用 には 関心 が伴 ない,し か もこの 関心 は,自 己 の情 況 や 自己 の対象 に 対す る関

係 か ら生 ず る感情 の 関与(Gefilhlsanteil)で あ る こと,あ る いは知 的欲 求 がその 充 足 に

よ る満 足感 を伴 うことな ど,ご く容 易 に体 験 し うると こ ろで あ る。 ま た 同様 に,一 つの態 度, -例

えば 知的把 握 体 験 に澄 い て も,知覚,表 象再 生 ・統覚 ・言 語 に よる思 惟 作用 な どカ㍉ 互 いに結 びつ き

統 一 され て具 体 的 に知的 把 握体 験 を形成 して い る。 この よ うに色 々のエ レメ ン トが相 対的 に係 り

合 い,結 合統 一 す る内的 関係 が,心 的生 命 現象 の 「構 造連 関 」 で あ る。 この連 関 は,流 動 的 左個

人 的 な:Lebenの 瞬 時 的 意 識状 態」』の構 造統 一 を可能 に してい る秩 序 で あ り,こ の意 味 で共存 的

次元 か らみ た:Lebenの 相 対 的 関係性 と いえ るの で あ る。 そ して この 「構造 連 関」 に よって可 能

と左 る:Lebenの 統 一性 は,イ ギ リス経 験 論 の見 解,つ ま り個 々の単純 な 構成 分 か ら,そ の集 合
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体 と して 経験 を構成 しよ うとす る唯 名論 的 でatgmisticな 構成 説 に よ って は得 られ な い。 「

統 一 」(Einheit)な い し 「全 体 」(Ganzes)と い うことは,単 な る部 分の 「寄 せ集 め」

(Sammulung)と は異 飾 。 知 ・情 ・意 と して抽 象 分 離 され る意 謝 騨 」は,Lebenそ の

もののArtikuhtio叫"(}.]iederungと しZ発 現 す る ので あ り,元 々全 体 と し:て統 一 性

をもつL・b・nか ら・その部分どしで頒 イヒしで燭 のが・具体的体験のエ"ン トである・注2

従 って,「 全 体 と部 分 」 の有機 体 説 的論 理 構 造 ぷ と こに も見 出 され る。 ま た この場合,「 構 造連

関 」 は,生 命 充 実」 欲求 充足,幸 福 の追 求,生 命 価値 の実現 へ 向 かln,得 よう と働 く(erwi-

rken)内 在 的 目的論 的 傾 向性 を もつ と と もに,外 界環 境 と の作 用的 係 り即 ち 「生 の係 り」(

:Lebensbezug)の 内 に既 に澄 かれ て い て,こ こ に一種 の 「作 用連 関」(W童rkungszusa-

mmenhang)が 成 り立 って い る ことカ:注意 され る。(「心 的構 造 翻 の圭観 的 内 在的A的 性」)

以 上 ご く簡 単 に述 べ た よ うに,「 経 鹸 的意 識 」即 ち知 ・情 ・意 のTotalitatと して の具体

的 体験 統 』 で ある 「生 命 統一 」『(:Lebenseinheit)は,Lebenの ダ イナ ミズ ムの そ の都

度 の共存 的 横断 面 に澄 い て ・ 「構造 連 関 」 そ の もの とい う有 り方 を して い る。 注3こ れカ～Leben

を秩 序 づけ る第一 の規 則 性 で あ り,Lebenの 流 れ を貫 いて 恒常 的 で同形 的(gleichformig)

左一 般 的形 式 として の相 対 的 関係性 で あ る。

2)発 展連 関(Entwicklungszusammenhang)

次 に,「:Lebenの 第 一 の カ テ ゴ リ-的 規定 」で あ る 「時 間 性 」 の次元 か らLebenの 有 り方

を問題 に したい。

:Lebenが,吾 々に と って の 「根 本事 実 」}「 経験 そ の もの 」 と してlebendigな 実在 性,

経験 的 実在 性 を もつ とい う・そ の根 底 には,:Lebenが 徹 底的 に時 間 的で あ る とい う宿 命的 事 実 が

あ る6'吾 々の個 々のLebe'nは,時 間 的変 化 を免 れ た 「実 体 」で は な く,徹 底 して 「現象 その も

の」 で あ る。 この よ うに時 間 的に 限定 されて い る こ と,否 む しろ時 間性 そ の もの を 自己 の本 質 と

して 生 きる こと,そdにLebenが,・ 牟 だ のs重atischなSeinに 解 消 されえ ぬ 自己形 成 的

左dynamisch左hehenで あ1る所 以 もあゐ6注1勿 論.Leb・gn,'は 存 在性 を もち,Realitat
　 　 　 　 　 　 コ 　 　 　

で あ るが,そ れ は抽 象 的 に有 るの で な.く,具 体 的 なWirklichkeitと して機 能 性 を もって い

る。 常 に構 造的,磯 能 的 に 「現 象 そ の もの 」 と して 自己 を露 わ にす るダ イ ナ ミズム,そ れ が徹 底

的 に時 間的 な 工.ebenの 有 り方 で ある。 個人 レベ ルで のLebenは,「 構 造連 関」 と して 「生 命

統 一 」(五eben』 ¢inheit):で あ るが,同 時 にdynamischな 時 間的 な 「生 命経 過 」(

Lebensve.rlauf)で あ り,そ のGliedは,想 起 作用 に澄 いて 互 い に結合 され,体 験 の時

間統 一 を成:して い る。 常 に進行 形 で あ り,Werdenで あ り,不 断 のEntwicklungそ の も

の で あ る こと,し か もそ の都度 時 間統 一 を形 成 す ろ こ と,そ れ がLebenの 第 一 の カテ ゴ リー一的

規 定 を 「時間 性 」 とす る意 味 で あ る6「 現 象 その もの」 で ある:Lebenは,た だ 不断 の:Entwi-

ckl-ungと して のみ吾 々の直 接 与件 で あ る。 た だ しデ イルタ イにお けるEntwicklung

の ダ イナ ミズム は,へ 一 ゲル にお け る よ うに 「絶 対精 神 」 へ とd孟alektischに 高 め られ た
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り・ 「形而 上学 的概 念詩 」や 「思 弁 的空 想 」 に よ って解 消 され た りす る もの でな く,あ るい は}

般 に 「進歩 」で も・ 永遠 のユ ー ト ピ アへ 約束 され た プ ロセス で もな く,こ れ らに対 して,「 形

而 上学 的 中立 幽(m…P・hy・ischeN・u・ ・alitat)注2が そ れ を性 格 うけ て い る.

た だ一般 的 に言 え る こ とは,Entwicklungは,「 現 象 そ の もの 」,「 経験的 意 識 」そ の も
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ コ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ 　 　

の の時 間的 有 り方 と して・ 過去 に満 た され,未 来 を担 った不 断 の現 在 の進 行 で あ り持続 で ある と

い うこ とで・ これ が精 神 科 学 に澄 け る:Entwickldngの 意 味 で あ る。
　 　 　

と ころ で・ フ ッサ ー ル は・ この主観 的 時間 性 を現 象 学 の立 場 か らよ り厳 密 に反省 分 析 し,根 源

的意 識流 が・ 過去指 向 と して のRetentionと 未 来指 向 と してのProtentionと い う意 識

の根 源 的 「指 向性 」(IntentiOnalit装t)に よ って,過 去 と未 来 との契 機 を統 一 して い る

こと を明 らか に した が・ 注3デ イ・・タ イは・E・fwi・kiun .9の 内実 で あ る この よ う姓 観 的
　 　 　 　 　 　い 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

時間 性 の時 間統 一一t鰭 す れ ば・±ee的 時間 意識 の三一 的 な有 妨 注4に ・ さ ら臆 義一 目的;

価値 の意 識連 関 を結 びつ け るの で あ る。 この連 関の考 察 に 当 って,吾 々は三 つ の レベ ル即 ち,1)

リアル 左具体 的体 験 主 体 で あ る個人 レベ ル とii)共 属性 意tas一共 同体 意 識 に支 え られ る共 同体 レ

ベル とiiD普遍 史 的 な歴 史 的全 体 レベノをとを一 応 区別 す る必 要 が あ る
。 そ して こ こで は,第 一 の個

人 レベ ルに 限 って この連 関 をみ る と,過 去 の 既成 事 実 や体 験 を想 起 に基 いて 意 味理 解 し把持 しつ 、'

つ,合 目的 的な 志 向性 に 澄 いて未 来 の 可能 性 へ 向 かい,現 在 にお け る価値 の感情 に 満 た され, .し

か も意 義,目 的,価 値 が内的連 関 にお・い て規 定 し合 う 「意 義=目 的=価 値 連 関 」の 構造 と機 能 の

統 一 と して 「自己 」を 「形態 化 」 して い くこ と,即 ち 陵 得 連 関」(erworbene・rZusa㎜ 一

enhang)と して,「 個性 」 を 形成 して い くこと,こ れ がLebenの 内的 発展 の 具体 的意 味 で

あ る・ この 場合 ・ 「E・ ・wi・klungは ・ 構造 連 関が 根 底 に存 す る場 合 にの み可能 で あb」 注5

か つfEntwicklungは ・ そ の 中心点 と して・ 心的 生 の獲 得連 関 を作 る。 」
,注61)過 去r

意 義 一想 起 ・理 解(知 的把 握 体 験),iの 未来 一 目的一 志 向的 意 志的 意欲 体験,iil)現 在r一・'価値

一 感情 体 験
ジ と い う図式 化 が示 す よ うに,「 発 展連 関4を 貫 く主観 的 時 間性 の時 間 契機 が,意 義

・=目的=価 値 の意識 連 関 冷 よ び知 ・情 ・意 の 「構 造連 関」 と二重 対応 的 に結 びつ くことに よ って,

具体 的 「経 験的 意識 」 は 内容 的 に充 実 され;こ う ←て・Leb¢nに ・時 間 充 実 と して 具現 す る。 こ

Qよ うに 「発展連 関」弦 ・ 「構造 連 関」 と 「相亘 制約的 」 に,元 々動 的統 一 の 内 にあ り,そ の都
　 　 　 　 　

度 「獲 得連 関 」 と して個 別 的な 「自己 」 ・具 体 的 な 「個 人 」 を合 目的的 に形 成 して い る。 ・.

こ こで 「饗得 連 関 」に つ いて簡 単 に 言 及 してお・くこと に した い。 「心 的生 の獲 得連 関 」、は,発'

達 した 人間 の 内 に あ って ・一 様 な形 像 ・表 象 ・諸 概傘 ・ 価恒 規 定 ・琿 想 ・確 固と孝 、?準章志 方 向・

目的 な どを包括 して い る。注7そ れはs・不明 確 な意識 下層 か ら明確 な 自覚 的 意識 層ま で広 吟意 味
　 　 　 　 　 　

での 意識 内 容 を統 一 し,自 己 に 自己 と して の同 一性 を与 え る人 格性 の 原理 で ある と共 に翫歴 史的

表 現 的世 界 にお いて作 用 的 係 りか ら獲 得的 に 自己形 成す る作 用連 関の 「交 又 点」 な い し 「凝 集点 」

と して時 代 や社 会 の縮 図 で あ り,「 生 の歴 史 性 」 の原理 で ある。 こめ 「獲 得連 関」 の有 り方 に基

い て,「 自己 」は,自 己 集 中的 に 「個 人 」 で ある と同時 に,歴 史的 世 界 を反映 す る 「歴 史的 実存 」

(歴史 的 モ ナ ド)と して有 る こ と`こな る。
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Entwicklungを 持 続 的 に 担 う の は,こ の 「獲 得 連 関 」 で あ る。Entwick1'ungと は ・

「増加する獲得連関の法則によって規定される経過の形式」注8左 のである。この場合・ 「発犀

連関」の構造形式そ4>ものは恒存的であるが,そ の具体的実質内容は流動的であh,一 回性1個

・別性a注b襯 性6現 象獣 よって騰 づ幽 れる・こうLて 「肇 その もの」としてのL・be・

は5限 定.され 左 が ら,そ の 限定 を 「合 目 的 的 」 に創 造 的 に超 えて い こ うと働 く もの,即 ち 「限

定 され つつ 限定 さ描 もの」一・(EinB.estimmt'Unbesfimmtes)で あ り,「 開 か れた

もの 」(dasOffene)で あ る。 そ して,こ の よ う左:Lebenを,時 間 形式 に澄 いて 限定 す

る:Lebensformと して の 「発 展連 関 」が,時 間 性 の次元 での 相対 的 関 係 性 で あ る。

なお・「発 展 連 関」 は,以 上 の個 人 レベ ルか ら共 同体 レベル,さ らに歴 史 的 世 界全 体 の レベ ル へ

拡 張 され た 「発展 連 関 ∫ と して は,歴 史的 時 間 で あ る 「時 代 」 を形 成 して い る。 しか し この 個人

VAJVを 超 えた 「時 代 」 は,丁 発展 連 関 」 が次 に述 べ る 「作 用連 関」 と係 る と ころで 初 めて 歴 史

、的 時 期 と して,即 ち,過 去 の 時代 に満 た され,来 た るべ き時代 を担 っ た 「現 代 」 と して現 実 的 に

成立するのである6こ のとき・歴史の論舗 造を支配する機能的関係聡 力㍉ 「作用連関」の概

念 で あ り,こ の 「作用連 関 」 を担 った 歴 史的 な 「発展連 関」 と して,歴 史 は運 動 そ の もの で あ る。

3)作 用連 関(Wirkungszusammenhang)一 特1こ 「社 会的 歴 史 的連 関 」 と して の 。

前 述 した 「構 造連 関」・と 「発展 連 関 」 とは,:Lebenの 客 観 体 制 で あ るRelativitatを

基 礎 づ け る共 存的秩 序 と時 間 的秩 序 と して個人 レペル で考 察 され たが,こ の二 つの 相 対的 関 係性

に澄 いて は,本 来 的 意 味 で の 「歴 史牲 」(Gescbichdichkeit)は まだ 充 分明 らか と左

ら左 い。結 論 か ら言 うと,Lebenが 「歴 史 性 」.によ り根 本 的 に性 格 づ け られ るのは ・時 空 の綜

合 的次 元 で の相 対 的 関係 性 で あ る 「作用連 関」 に よって で あ る。 先 に言 及 した 「意義=目 的=価

値 の連 関」 や,「 生 の歴 史性 」 の 原蓮 と され た 「獲 得 連 関 」 に して も・ この 「作 用連 関」 と結 び

つい てNる か ら こそ,歴 史的 現 実 の16bendi9摩 内容 性 な い し 「原 細胞 」 と して機 能 す る ので

あ りら真(rCwirksamもOJと .してWiiklichkeitを 形 成 す るエ レメ ン トと な り うるの

で あ る。 従 らて,歴 吏 曲 相 対憐 の論理 構 造 を本来 的 に基 礎 づ けて い るのは,こ の 「作用 連 関 」 の

論 理 構 造 で あ る。.こζセ初 めてLebenは,〈 今 ・こ こ〉 に:呪縛 され た単 な る主観 的直 接 性 と し

て の事 実性 を超 えて,歴 史 的 に媒 介 され限 定 され た 客観 的 事 実 の領 域 と して 明 らかに され る。 即

ち,経 験 内意 識領 銭 と してめL、ebenは,「 件用 連 関」 の歴 史的 媒 介性 そ の もの と して,人 間精

神 の客観 化 め世 界s表 現 内 世 界 とな り う・る。 体験 の直接 態 か ら,自 己 の外 な る,感 性 的 に知覚 し

うる,人 間 身体を も 含 あ た 自然 物ぺ とゼ 自己 を外 化 し客観 化 す る 「表現Jに お い て,歴 史的媒 介

性 の有 り』芳 が明 らか と左 る。 そ しz,入 間 な い し人 間 的 な もの の客 観 的 な 自己認識 つ ま り 「自己

解 釈Jも,単 な る 「内省 」 に よ っ'ぞでは な く,表 現 的 客観 化 的 左歴 史 的世 界 の相 に澄 いて,従 っ

て 自覚 的な 「歴 史的意 識 」 に基 く 「歴 史的 自己省察 」(geschichtlicheSelbstbes-

innung)に お・いて 可能 と左 る ので ある。

とこ ろで一 般 的 に言 って,物 質的 自然界 が,分 子,原 子,素 粒 子 とい う原 物質 を究 極 の単 位 と
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して構 成 され るメ カニ ズ ム で あ り,物 理 的 な力 の場 に知 かれ て い る よ うに,歴 史的精 神 界 は,真
　 　 　

体的経験主体としての個人を 「原細胞」とするダイナ ミズムであり,「 作用連関」として精神科
　 　 　 　 　 　

学的意味での力の場を作っていると考えられる。ただ両者の力の場の有り方の相違は;前 者が,

因 果法 則 の必 然 性 に支 配 され る因果 連 関 と してγ 原 因 結果 の数 量 的 函数 的一 定 関係 へ還 元 されて

把 握 され るのに 対 し,後 者は,本 来 的 に は,物 理 的 因果 連 関 に基 くの でな く,「 意 義二 目的=価

値連 関」 を内容 とす る 「作用 連 関 」 の相対 的 関係 性 に基 いて い る,と い う点 で ある。 そ して後 者

で は,特 に言 語 が主 左媒 体 と して機 能 してい る ことは 言 うま で もな い。 個 的 現存,個 人 は,精 神

科 学的 左 「作 用 力 」そ の もので あ り,.「 作用連 関」 の 「交又 点 」 と して機 能 して い る9』即 ち,「

意 義=目 的二 価値 連 関」 の最 も基 本 的 な担 い 手 と して機 能 してい る。 しか しこの際,個 人 は 「心

的 二物 理 的生 命統 一 」(psycho-physisctieLebenseinheit)と して現 存 して診

り,そ れ 故Lebenは,「 身 体 に即 した心 理 的継 過 の領 域 を も併 せ包 括 す る 自然 客体 の因 果法 則

に従 う連 関 に制 約 され,常 に至 る所,場 所 的 時間 的 に限 定 され て い る諸個 入間 の交互 作 用 の連 関

」 注1と して把 握 され るので あ る・

こ こで物質 的 自然 の因 果連 関 に対 置 され る精神 的歴 史界 の 「作 用連 関 」 の特 質 を もう少 し詳 し

くみ る ことに した い が,そ の前 に あ らか じめ補足 してお くと,デ イル タ イに澄 い て歴 史的世 界 の

論 理的 主体 と され る もの は,i)経 験 的 で リアル左 主体 と しての 個的 現存 即 ち個人,li)家 族,

組 織 集団,国 民,国 家な どの共 同体(Gemeinschaft),iii)歴 史 の 内在 的秩 序形 式 と い う・

べ き諸 連 関(こ れ は 「id・gn雄 類 の もの 」 と され る)・ の 三 者 で ある・注
2そ して・ 歴 史

を 「形而 上 学的 原 理 」 を仮 定 す る こと 左 しに,歴 史 そ れ 自身 か ら理解 しよ うとす る(Lebenを

:Lebenそ れ 自身 か ら理 解 しよ うとす る)デ イル タ イの 実証 的 な歴 史 内在論(生 命 内在 論)に と

って ・歴 史的(生 命)秩 序 の分 析 が抽 出Lう る最 も普遍 的 な論 理 的主 体 は,諸 連 関 の 中 で も特 に

単 独 の 個人 を越 えた 共 同的 間柄 的 関 係性 を指 示す る 「作 用 連関 」 で あ る。

さて ご く・一般 的VC言 斥ば・ 「作 用連 関 」 は・ 外的 に 知覚 し うる もの を制約 す る普 遍 的因 果 関係

では な く,む しろ吾 々経 験主 体 自身 の具 体 的発 現 と して の 「経験 そ の もの 」,r現 象 そ の もの」

の内在 的 秩 序 で あ る。 しか も 「作 用連 関 」 は,個 人 レベ ル を超 えた 作用 そ の もの の精 神科 学 的 力

の場 の論 理 構造 を表 わす 機能 的 関係 概 念 と して,『 「客観 的 な もの」,「 超個 人 的 な もの」3(Ube-

・i・ndividuelles)注3で あ る。 この 「作 用連 関」 の メル ク マー ルは ・吾 々 自身 が体 験

し うる こと,理 解 し うる こ とで あ り,因 果 の等価 原 理 を超 えた創 造 的機能 性 で ある。 それ は,心

的 生 命 の共 存的 秩 序 で あ る 「構造 連 関」 と個 人 レベル で の 「発 展連 関」 の時 間 的秩 序 と が,個 的

歴 史的生 の 原理 と しての 「獲 得 連 関」 に 診 いて統 一 され て い る 自己.,即 ち個的 現存 を作 用 の 「

交 又 点 」 と して もち,し か もこの単 な る個的 現存 を超 え た 「客観 的 な もの」 即 ち連 関m機 能 そ の

もの と して,内 容 的 に は,現 実把 握 や意 義 の理 解 に基 い て価値 を生 み,善 や理想 や 目的 を実現 す

る とい う常 に新 た 左精 神 的創 造 の機 能 そ の も のの力 の働 き合 い で あ る。 この 「作用連 関」 の創 造

的 機能 は,歴 史的 現 実の ダ イナ ミズ ム に澄 いて働 くAktivito.tそ の もので ある。 ここで は,

力 と しての 個的 現 存 です ら,「 作 用連 関 」 その もの が,全 体 と部 分 の有 機体 説的 論 理構 造 に従 っ
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て,自 ら分節化 したGliedと み られ る。 部 分 左 くして 全体 な く・全 体 左 くして部 分は な い。個

的 現 存(「 獲得 連 関 」)な くして 「作 用連 関 」 左 く,「 作 用連 関 」 左 く して個 的 現存(「 獲 得連

関」)は 現 実 には 有 りえ ない。 こ うして 「作 用連 関 」は,意 義;目 的=価 値 の意識 連 関 を本 質 内

.容 と して機能 す る精 神科 学 的力 を媒 介 して い るactionとpasSion,actionとreact'i-

ion'の 連 関 そ の もの で ある。 そ れ は・ 個 的現 存 と 自然環 境 ・ ない し 「客観 的 精 神」 注4と され

る 「文化 体 系 」 や 「社会 の外的 組 織 態」 の 精神 的i文 化 的,社 会 的環 境 との 間 で,能 動 的受 動 的

反 作 用 的 に働 き,個 的現 存 同 士 の間 で 相互 的 に働 き,あ る いは,複 数 の 個 的現 存 が共 同 体的 全体

に対 して協働 的 に働 くと い、う働 きそ の もの,Wirkungそ の もの の連 関 で ある。個 人 と外界 ・

個 人 と共 同体 と歴 史 的現 実 全体 一L・これ ーらの 間 の 「作用 連 関1の 場 面 には,丁-常に至 る所,全 体 と

部 分の 有機 体説 的 論 理構 造 が 原理 的 に 支配 して い る。 そ して この 場 合,「 部 分 の全体 に対 す る関

係jそ の もの を表 わすカ テ ゴ リ」 が 「意義 」(Bedeutung)で あ る ことは 既 に述 べ たが・ し

か し,・宿 々 の 歴 史 的 主 体 と して の 部 分 は7-ansich'"va「 意 義 」 を 具 有 し て い る の で な く,"

そ れ を包 括 す る全体 へ の 関係 を実現 す る限 りで,換 言 す れば,諸 力 の作 用連 関 の 「交 又点 」 と し

てwirksamに 機能 す る限 りで,そ の全 体 に対 して 「意 義 」 を もつが,こ うした全体 と部 分 の

有 機 体説 的 論理 構 造 にた いて 「作 用連 関コ は成 立 して い る。 例 え ば,有 機的 生 物体 にお いて,そ

の部 分(器 官)の 意 義,機 能 二が1全 体 への 関係 を離 れて は充 分 説 明 しがた い よ うに,人 間 的=・社
　

会 的;歴 史的現 実(Wirklichkeit)が,ま さに 。wirklichで あ るのは,そ れ が この

,Wirkungszus、ammenhang"の 有 機体 説 的全 体 を実現 して い る か らで あ る。 個 々人 の

Einzelkraft』 も,歴 史 的 生命 界 全体 のTotalkr『tiftへ の係 りに知 い て本来 機 能 して い

るゐ で あ る。 こ うーして,精 神 的 創造 を担 ったWirkungそ の もの、と してr)物 理 現 象的 自然 の因

果 性 に解 消 され えぬ精 神 の領 域 が成 立 す るとみ られ る。 精 神科 学 的 な意 味 でのKraftの 概 念 あ

るい は フ ィ ヒテ に倣 って,Energ'ieの 概 念 が,Suもstanzに 代 わ る精 神 の概 念'と左 るので

あ るo

と ころ でゴ 「作 用連 関」 と して の歴 史的精 神 的現 実 に は,さ らに 「体験 ・二表現=理 解」の 三位

一 体 的連 開 が固有 で ある。 これ に関 して,デ イル タ イは 次 の よ うに述 べ て い る。

「Men.schheit・ は,知 覚 や認 識 に澄 いて把 握 され るな 、らば 吾 々に と ってphysischな 事 実

で あ り,そ の よ う.なもの と して 自然 科学 的認 識 にの.み近 づ かれ うるで あ ろ う。と ころが それ は・人

間 的 状 態 ・(Zust'inde)が 床 鍛 され る限 りでの み}一それ が:Lebenの 外化 にお い て表 現 に達 す

る限 り,そ して この 表現 が理解 され る限 りで の み・・精 神 科 学 の対 象 と して 成 立 す る。 」 注5(傍

点,筆 者)'

こ ごで 吾 々 は,創 造 的 機能 的 な 「作 用連 関」 と して把 握 され た歴 史 的現 実 を,表 現的 世 界 と し

て 見 直 さね ば な ら左 い。 ま ず 「表 刻 左い し 「精 神 の 客観 化 」 は,個 人 の表 情,身 ぶ りな どか ら,

様 々な 「文 化体 系 」 や 「社 会 の外 的組 織 態 」 に至 るま で,歴 史 的現 実 の 至 る所 に見 出 され る。 そ

して,こ の 包括 的 な表現 的 世界 と してLebenの 領 域 が把 え られ て こそ,能 動 的 ・ 作用的 ・ 創造

的 左 「作 用連 関 」 で あ る本 来 の歴 史的現 実 が 明 らかに な る。 この 表 現的 世界 にお い ては ・ 一 回的 ・
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な もの ・単 一 な もの・個 別 的 な もの は,包 括 的 な 「作 用連 関 」 の全 体 への 関係 を実現 す る こと に

よって ・全 体 と部 分 の有 機体 説 的論 理 構造 の リア ルな論 理 的主 体 とな る。 ま た,「 意 義=目 的=

価値 連 関」 が・ 「作用 連 関」 の 本 質 内容 と して,「 表現 」.とそ の 「理解 」 に基 い て楼能 す る こど

は 言 うま で もない。・この よ うに・・有 機体 説 的 に 自己 を構 造 づ けつ つ 転 「作 用連 関1と して創 造 的

表 現的 に 自己 実 現 して い くもの,そ れ が 自己 を 自己 自身 にお いて示 し露 わ にす る 「現象 そ の もの」

と してのLebeInの 歴 史的 有h方 で あh,そ こに歴 史的 現 実そ の ものの 自律 性 ホ あ る0以 上 の よ

うに して・ 創 造的 表 現 的世 界 で あ る歴 史的 精神 界 は,共 存秩 序 と しての 「構造 連 関 」 と,時 間的

秩 序 と して の 「発 展連 関」,及 び これ を個人 レペ ル で統 一 し個 的現 存 を成 立 可能 にす る 「獲 得連

関 」 を基礎 に して・ さ ちに これ らを機能 的 創造 的 に 関 係づ け統 制す る 「作 用 連関 」 を ば,歴 史的

現 実 の有機 体 説 的論 理 構造 の 機能 的全 体 秩 序 と しセ成 立 して い るので あ る。

と こ ろで次 に,精 神的 歴 史界 が,表 現 的世 界 と して物質 的 自然 を条件 と してい る点 に簡単 に触

れ てお きたい。

文 字,記 号,図 形,色 々な記 録,音 声,表 情 や 身ぶ り熊 度 そ の他 一切 の表 現 を媒 介 す るの は,

常 に一無 機 物 か ら有機 物,有 機 的 身体 に至 る まで 一外 的感 性 的 に知覚 され うる物理 的 自然 で あ る。

注6「 表現 」 ある いは 「精 神 の客観 化 」 は・ 自然空 間 の何 らか の部 分 に固定 化 され ・寝 か し付 け'

られ る ことな しには 不可 能 で あ る。'また 「作用連 関」 で さえ,物 理 的 自然 を舞台 に して成立 し う

る こと も明 らか で あ る。 自然 を舞i台に した,い わ ば 「間空 間(Zwi .schenr.aume)を 通 り抜

け て・諸 個 人 は連 関 を形 成 し うる」注7し,ま た それ に よつて・ 歴 史的 社 会的構 造 が成1'Lし うる

か らで ある。

こ うして 物理 的 自然 は,精 神 的歴 史 界 が9表 現 的 世界,具 体 的 作 用連 関 の現 実 と して成立 す る'

際 の基礎 条 件 で あ り,歴 史 の舞台 で あ るが,し か しこの舞台 で演 じ られ る本 来的 な歴 史 そ の もの

では 左 い。 自然の 歴 史 とか,吾 々の 住む 地球 の回 りの広 大 左膨 脹 宇宙 の歴 史 とか言 うこと もで き

る が,そ れ は,本 来 の.「人 間的=社 会 的;歴 史 的現 実 」 の発生 論 的基 礎 づ け と して,ーこの現 実 の

い わば前 史 と して で あって,少 くと も,物 理 的 自然 そ れ 自体 が没価 値 的=没 意味 的 で あ り,非 目

的 論 的 に解 され る限 り・ 本来 的 な歴 史 的現 実 そ の もの ρ解 明 と嫉 さ し当た り無 関 係 で あ る。

要 す るに,純 粋 に客 観 的 な 自然 その ものは,Aが,.「 心 的=物 理 的 生命統 一 」 と して現 存す

る限h,地 理的 風土 的 自然環 境 と して 吾 々 を制約 して澄 り。・また 意義=目 的=価 値 の意識 連関 が 一

外化 され・ 表現 され る場 合 ρ必 要条 件 で あ り・表 現 を具 体 的 年媒 介 す ると共 に・
.表 現 された 内的 、

.意 識連 関の 理解 を も媒 介 す る こ とに よ って・.歴史の基 礎 とな るの で あ る。

さて以 上 述べ た よ うIBC,物 理 的 自然空 間 を表 現 の定 着ゴ'る舞台 と して,歴 史 的社 会 的環 境 にお・

け る 「作 用連 関」 が機 能 し,ま た時 間 的推 移 の観 点 か らみ て,過 去 の歴 史的表 現 的創造 物 と現 在

の体 験 と くに 「体験 の知性 」 で ある-「理解 」 と の間 には,「 発 展連 関」 の時間 性 の契 機 で あ る 「

想 起 」 に基 い て,一 定 の 「作 用連 関」 と りわけ意 味 的 .「作 用連 関 」が 機能 してNる 。Lの よ.クに

「作 用連 関 」 は・ 「人 間 的事 象 の共 存 と継 起 にお'ける作 用連 関 」注8と して・ 全体 的(2,時 空4]

綜 合 的次 元 で の相対 的 関 係性 で あ り・歴 史的 現 実 を機能 的 に統 一す る秩 序で ある といえ よ う。注9
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置 歴 史的 意 識 と創造

運動 その もの で あ る歴 史 的現 実,歴 史的 宇宙 のダ イ ナ ミズム ー そ れは 既 に みた よ うに,へ 一

ゲ ル に澄 け るよ うにdialektischで な く,organischな 有機 体 説 的論 理 構造 を もつ 一一

.は,以 上 に 述べ た 「構 造 連 関」,「 発展 連 関 」,「 作 用連 関」 を,三 つ の恒 常 的 な 相対 的 関係 性

と して 実現 す る 「相 対性 」 の ダ イナ ミズム で あ る。 吾 々の:Lebenを 本 質 規定 す る この 「相 対 性 」

とい う不 安定 さ,ク ロノ ス に支 配 され た 有 り方 一 へ一 ゲ ルの言 う 「悪無 限 」,ヘ ラ ク レイ トス

の 言 う 「流 転 」 そ の もの,仏 教 に 言 う 「無常 界 」,「 輪廻1そ の もの 一 を 吾 々は ど う受 け と め

るべ きか。 吾 々は,「 シ ジ フ オス の神 話 」 の諦 めを ただ甘 受 す べ きで あ るの か。

ホ イシ ーは,「 相 対 主 義」 をむ しろ積極 的 に受 け入 れ て,次 の よ うに述 べて い る。

「相 対 主義 は,歴 史 的 に生 成 した生 活 様式 へ の隷 属化 を阻 止 し,歴 史 の 重 み か らの 自由の感 情 を

木 間 に与 え るが 故 に,行 動 主 義(Aktivismus)を も う左 が し うるの で あ る。 … …そ れは 実

際,生 命 を 高 め,豊 か に させ うるの で あ る。 そ れ は,そ こに私 た ち 自身 の 実存 が ある と ころの,

大 き左歴 史的連 関 を示 す こと に よ って,こ の実存 に意 味 と内 容 を与 え,そ の実 存 か ら偶 然性 と無

意 義 性 の騰 を馳 去 る ので あ る・ 」 即

畝 「相対主義その ものは・精神的騨 脚 否塾 と向かっていくもので倣 い・」注、

Lebe'nの 相頬的関係性を自覚 した相対性の意識としての 「歴史的意識」は,確 かにく今ここ〉

への本能的盲目的呪縛から吾々を解放し自由にする。それは,ガ ダマーが指摘する通 り「自己認

識の有 り方」注『2である。それは・個的現存の体験の直接態がもつ主観的狭 さを超え出て・歴史
　 　 　 　 　 　 　 　

的に媒介された人間ゐ客観的有り方,相 対的連関に澄ける有 り方を自覚 した,経 験的意識の媒介
ア　 　

　 　 　 　 　 　 　 む 　 　 　

され高 め られ た精 神 の 有'り様 で ある。 この よ うに 「人 間精 神 の 自己知 は,概 念 の思 弁 的知 識 に澄

いて で は な く・歴 史 的意 識 に拾 い て成 就 され る。 」注3デ イル タ イ にお い て は もと よ り・ 「歴 史

の 内容 はL・b・nで あ り・'ζの:Leb・n叩 で ある か 轍 え るべ き もの が歴 史 で あ る・ 」注4つ

ま り,Lebenそ の もの め肯 己 展 開の 具体 相 が歴 史的現 実で あ り,こ の 現 実 につ いて の 「歴 史 的

意 識 」 を通 して,:Lehehは 自己 を知 る こと にな る ので あ る。 精 神 と して のLebenは,自 己 を

「客観 的精 神 」 と して客 観 化 し,そ の客観 性 に 基 いて,自 己 を歴 史 的 に 自覚 す る。 即 ち,「 歴 史

的意 識 」 に根 ざ した,諸 々 の 「精神 科 学 」 に よ る人 間精 神 の領 域 の 「理 解 」,「 解 釈 」 に基 い て

1、ebとnの 客観 的 自己省 察 が成 立す る。 そ して,こ こに人 間 は,社 会 的,歴 史 的 実存 と して の 自

己認 識 に到達 す る。ttこの よ うk「 自己認 識 の有 り方 」 と して 「歴 史 的 意識 」 を高調 す る歴 史 的生

哲学の根底には・そもそも 「燗 雄 の総体性(T…li・ 装t)は ・歴史の内にのみあり」注5・

それ故 「人閂が何であるかを彼に告げるのは・彼の歴史のみである」注6と する歴史内在論的前

提 が あ る ことは言 うま で もな い。

しか しと ころで,「 歴 史的 意 識 」 の 自由 さに澄 いて,〈 今 こ こ〉 の体.験の直 接性 を超 越 した人

間 的 経 験主 体 のRealitlitは,一 体 ど こに見 出 され るのか。 勿 論,歴 史的 現 実 の〈 今 ここ〉 を

離 れて ・ 「現 象 そ の もの 」 と して の吾 々の:Leben(pRealitatは 見 出 され な い。 吾 々は,再

び 時空 的 に 限定 され た 自己 の現 場 に立 還 らねば な らな い。 体験 の主観 的直 接 性 か ら歴 史性 へ と超
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越 し,こ の歴 史 的媒 介性 を 自覚 して,再 び 自己 の直接 性 に立還 り,媒 介 され た直接 性 を得 左 けれ

ば な らkい 。 この よ うなLebenの 自覚 の プ ロセ ス こそ・ デ イ ルタ イが言 うと ころの.innere

Dialektik"の 本 質 で あ ろ う。 この よ うに して 吾 々 は,自 覚 的創 造 主体 と して,歴 史的現 実

の 内 に 自己 のRealit翫 を見 出す ことに な る。 吾 々の 自己 は,「 摩 史 的宇 宙 」 の 「作 用連 関」

の 「交 又点 」 と して,創 造的 に 機能 す る 「力 」 で あ り,表 現的kモ ナ ドで ある9「 体 験=表 現=・
　 り 　 　 　

理解 」 の連 関に 生 きる もの と して,窓 を もった 開か れ た モナ ドで あ る。歴 史 的:な:Leben一 は,何

よ り も創造 す るの で あ る・ 注7

デ イ ルタ イは言 う。

「歴 史 は そ れ 自身,人 間 と出来 事 との 意 義 が そ こで測 られ る,価 値 規定 や 理想 や 目的 の産 出に と

って の・ 生産 力 で ある。 」 注8

さ らに 「相対 性 に対 して,創 造 す る力 の持 続 寮,歴 史 の 中核 的 事 実 と して妥 当せ しめ られ る。」

注9

こ こで デ イルタ イが強 調 して い るの は,不 断 の変 化 発 展 に澄 いて,自 己同一 的 に恒 存 す る 「創

造 」(Schaff.en)の 持 続性 で あ り,こ の 「変化 にお け る持 続 」 を,彼 は 「本 質 」(Viesen)

の カテ ゴ リー1(Cよ って表 わ そ うとす る。 この場 合,「 創 造 」 の最 も具 体的 な担 い手 は,持 続 的 に'

自己形 成 す る 「獲 得 連 関 」 と して の個 的 な 自己,即 ち歴 史 の リアル 左論理 的 主体 と しての 個的 現

存 で あ る。 そ もそ も,精 神 的 歴 史界 に知 いて,価 値 や善 の不断 の 「創 造 」 の担 い手 と して機能 す

る諸個 人 や,さ らに共 同体,文 化 体 系な ど,す べ ての 「精 神 的統 一 」は,自 己 自身 に 中心 を もっ

て い る。 この よ うな 自己 集 中性e自 律 性 に基 い て,・ 「創 造 」 も可能 で あ る。 この 自律 的 な 「創造 」
㌧

膝 いて 「人 間 のS… ・ranita・ 」注10は ・ 最 もよ く発揮 され る・ 注11

と ころ でま た,「 創 造 の 様 々の 担 い手 は,よ り広 い社 会的;歴 史 的諸 連 関 に緯 込 まれ てNる 。」

自律 的 創造 もま た,全 体 と部 分 の有 機体 説 的論 理 構造 に 基礎 づけ られ て い る。 創造 的 モナ注12

ドは,創 造 的 「歴 史 的宇 宙 」 に澄 い て現 実 的 に機 能 してい る。 「歴 史的宇 宙 」 と して創造 的 に 分`

節化 す る有 機 的機 能 的連 関の 全体,そ れ が 「:Lebenそ の もの 」 で あ る。 歴 史 とは,「 時間 経 過

と同時 性 と にお け るLebenの 実現 」 注13で あ り・ 「部 分 の全体 に対 す る関係 に澄 け るLeben

の分 節化 」注 、3で あ る・ 創 造 的 畷 能 す る 「歴 史 的 な 上・b・・は ・L・ben一 一 の一 部 で あ る

・ 」 注 、4つ 如 「歴 史 は・ 連 関 を形 成 す る人類 の 全体 とい 噸 点 の下 で把 握 されたLebenに

他 な らな い・ 」注15

以 上 の論 述 に うか が え る よ うに,「 歴 史 的宇宙 」 の 創造 的持 続 性 の根 底 に,デ イル タ イは,個

々のLebenを 分節化 す る有機 的 全体 と して の 「:Lebenそ の もの 」 を想定 して い る よ うに思 わ

れ る。ラ ン トグ レー ベ が指 描 す るよ うに,普 遍 史 にお いて初 めて露 わ に され うる よ うな全 体 と し

て のLebenは,根 本 的 には 時間 的 な もので な く,「 イデ アー ル な永 遠 に 自己同 一的 な もの」、(

・i・ideal・ …i・h・elb・t・wiggl・i・h・)注 、6と み られて い るかの よ う

で あ る。 しか し,こ の よ うに 「:Leben一 一般 」 を一種 イデ ア化 し よ うとす る傾 向・ 即 ち・:Leben

を究 極的 に,objektiv-idealistischな もの とみ なす 「客 観 的観 念論 」 的 な 「歴 史的
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汎神 論 」 の傾 向 が,デ イル タ イに属 して い る、ことは 否定 す べ くもkい が・ そ れ は・Lebenの 「

事 実牲 」 に即 し,tLebenを:Lebenそ の もの か ら」,「 歴 史 を歴 史そ の もの か ら理 解 」 しよ

う とす る こと に哲 学 的 努 力 を費 した 「連 関」 の哲 学 者,「 具体 的 現 実 」の 哲 学者 とい うべ き彼 の

基 太 思想 と斉 合 的 に調 和 しない と思 われ る。 即 ち恥 こ こには ・ 卜,シル チ が指 摘 す る 「実証主 義 ど

ドイツ観念 論 の逆 説 的 結 創 注 、7と ゆ 不 斉 帥 ミ見 出 され るの'el'ある・

.L・ も・nのLgbe・digk・itと 喚 う性 格 は・
.左 るほ ど一方 第 不断 の 現 在・ 永遠 の 現在 に

お け る創 造 的生 命 の有 り方 で あ る と言 え よ う。 しか し他 方 そ れ は衷 決 して 「実体 」的,固 定 的 で
　

な く・ 観 象 そ の もの」 と して 。b・ ・timmt-U・b・ ・timm!'注18と い うdy・ ・miS・h

な性 格 で あbiそ の よ うな 「現 象 性 」 と してs・'T実 証 牲 その ものJ,「 経験 そ の もの」 と みな さ

れ るの で あ る。Leben'に 澄1(て 機能 す る 「創 造 す る力 」 に して も,根 源 的 た 「歴 史 的 」に 限定

され て お り,「 歴 史 的 」 に創造 的 な の で あ る。 デ イル タ イにむ いて,「 人 間 の本 質」 は,超 歴 史

的 に実 体 と して留 ま る もので は な く,「 歴 史 的」 に 限定 され た創 造性 に澄 い て見 出 され るの で あ

る。 そ して,こ の よ うに 「人 間 」 とい うtebenの ・「現 象 そ の もの 」 にお け る歴 史 的創 造的 機 能

的 な 「エ ネ ル ギー 」 を高調 し,自 由 な 「精 神 の 自律 性 」 に信 頼 す る歴 史的 生 の哲 学 者 と して・ デ

イル タ イは今 や,ペ ル ク ソンの 言葉 を共有 しな けれ ば な らない ので ある。.

「人類 の未来 は決 定 されて は いな い。 なぜな らば・ そ れ は人 類 に依 存 して い るか らで あ る。 」注19

この よ うに 「人 類 の未 来 」が 人 類 自身 に依 存 して い る こと,こ の:Lebenの 歴 史 的 自覚 を可能

にす る,丁 経験 的 意識 」 の 高 め られ た有 り方 が,デ イル タ イの 言 う 「歴 史的 意 識」 で あ り,こ れ

ま で述 べて.勉 「す べ て の歴 史 的 生 命形 式 のR・1・ ・i・i・ 訓 注2。 とい う人類 の 客観 的存 在

体 制 の認 識 な ので あ る。・・一

しか し最 後 に補足 したい が,.歴 史 的創 造 的 モナ ドと して 自己 を認 識 し,「 自己了 解 」 す る こ と,

これの み では,.充 全 な 下人 蘭 の 自律姓 」は 得 がた い。 吾 々は,歴 史的 表 現 的創 造 の舞 台 とな る 「

自然」 の認 識 を無 視 す る ことは で ぎな い。 かえ って・ 自己 の身 体 を も含 めた 「自然 」に つ いて の

透 徹 した認 識 が伴 うて こそ,歴 史 的 創造 主体 と して の 自覚 も充 全 な もの とな り うる。 ここに・互

.い に還 元 され.えぬ とみ られ る,.自 然 科 学的 「認 識 」 と精 神科 学 的 「理 解 」 との補 完 ・調 和 が大 き

な 問題 とな・って く る ので あ る◎ そ れ に して も,「 認 識」 ど 「理 解 」 とを綜 合 的 に論 ず る理論 の場

を開 くこ と,そ れ は,、何 らか 「超 越 論 的 形而 上学 」 の次 元 に 吾 々 を導 く問題 の よ うに思 わ れ る。

と ころ が,デ イル タ イに 知 いて は,一 般 に,f形 而 上 学は,そ の諸 概念 がそ こか ら得 られ た経 験

の 圏域 の 」 相対 性(Relativhヨtdes'Erfahrungskreises.)を 克 服 しない 」注21

と され るの で あ る。

それ で は デ イル タ イ哲 学 の積 極 的 左意 味 でのaufhebenは 如 何 に して可 能 で あ るのか。

これ が吾 々に残 された 哲 学的 課 題:であ る。

注 釈

1.注1..一 い わ ゆ るPhenomenali・smusの 現 象 か ら区 別 さ れ る:Lebenそ の もの の 現 象 で
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あ り,こ れ を デ イ ・レタ イ は,。Pha・ ・m・6-selb・t"と か 。Ph議n・menalittit"

と 表 現 す る。 さ らに ハ イ デ ッ ガ ー は,。Phanomen"の 概 念 を,カy'Fの;1Ersbhe趣 一

の の
ungや 一 般 にScheinと 区 別 し て

,das.Sich。an-ihm-selbst一=""
　 ロ

zeigende,
。dasOffenbareの 意 味 で把 え た 。(Heidegger,Seinund

Zeit,S.28-31)ノ ・イ デ ッ ガ ー の 「基 礎 的 有 論 」 にお け る 「有 論 的 差 別 」 .(onto-

10gischerDiffer'enz)の 観 点 に 従 え ぱ,デ イ ル タ イ の 「生 の 暫 学 」 にお け る

.L・eben"め 概 念 は,・.'t有 論 的 無 差 別 」 の 不 明 晰 さ の 内 に 留 ま っ て い る こ と に な る が,一 般

に .Phlinomen"そ の もの の 形 式 的 一 般 的 定 義 屹 つ い て は,両 者 け 極 め て 近 似 し七 い る と

い え る 。

注2・ 「自然 科 学 」va対 して ・ 「了 解 心 理 学 」
.を 「基 礎 学 」ξず る 領 域 的(方 法 論 的)にf独 自 」

な 「精 神 科 学 」 を対 置 さ せ る デ イ ル タ イゑ よ び.「 精 神 科 学 」 者 を 」 ヅケ ル ートは 疵 判 し, .論理.

的 ・方 法 論 的 観 点 を重.く み て,'「 価 値 関 係 的 」 な 「文 化 科 学 」、(Kultqfw・issenschaf・t)

な い し,「 歴 史 的 文 化 科 学 」(hist-orischeKulturw.')を も って,「.自 然

科 学 」 に 対 置 さ せ る。(Vg1.H;Rickert,Kulturwissensch「aft・und

Naturwissens-chaft.1926年 肢S.22-23,S。98-100.知 よ び,

DieGrenzend6 .rn'aturwissensch盆ft・lichenBegriffsblidung,

1929.S.183.u.s.w.)さ らに 現 代 で は,「 自然 科 学 」 と領 域 的(あ る い は ・

方 法 論 的)に 区 別 し て 」 「人 文 ・社 会 科 学 」 と い う呼 称 が 一 般 化 し て い る こ と は 周 知 の 通 り ・.

で あ る。

注3.こ れ は,Leb・enの 性 格 に よ っ て 。dieunerschδpflich一'schδpferisch』e

Reali・ 巨・"と 「も言 わ れ る.(G・d・m・ ・,W・h・h・i・ ・ndM・th・d・,S.217.)

注4、 「形 而 上 学 的 意 識 」 そ の もの は,高 め られ たr意 識 の 事 実 」 と して 許 容 され うる が,そ れ

は 発 生 論 的 に,飽 くま で 「経 験 的 意 識 」 に根 づ い て い る と み られ る。Vgl・Dilthey・

Gesamme1'teSchriftとn,.1.S.386..u.s。w.

注5.「 経 験 」 を 踏 み 越 え た 「空 虚 な 形 而 上 学 」 を デ イ ル タ イ は よ し と し な か っ た 。 ・'T.

注6.SPrangers.WilhelmDilthey;S.9

.注7 .Dilthey,G.S.'1展.,S.』195,197

注8.Vgl.Dilthey,op.bit.S.233

注9.』 従 っ て 「歴 史 的 概 念 」 は,そ の 言 明 内 容 で あ る 歴 史 的 世 界 に:お・け る変 化 的 な もの9dyna-

mischな もの を 適 切 に 表 現 す る 、よ う改 変 さ る べ き余 地 を 残 して い る。(Vg1.Dilthey,

G.S..珊.S.281)

fi.1)・.・ 一.一.一1

注1.デ イ ル タ イ はs..「 心 理 学 」 中 心 の 時 期p・ ら,「 解 釈 学 」(Hermeneutik)重 視 の 後 期

り
へ の移 行 に伴 い,単 に主 観 的 な 「心的 現 象」 に対 して,共 同的 客観 的左Geist .を区別

"

　 り

す る よ うに 左 る。 そ して リ ッケ ル トの 考 え ・ 即 ち・ 。Psychische'sと 。Physisches
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とは共無F知 覚 さお♪ るヨ,瓦3t峰 ㌻ ζ属 す るrる 茜 る考轟 に傾 い て いo嶺 恵 思f'Lる .が,

(Rickert,DieGrenzend.natures.、Begriffsbildung,Zweites

kapitel)し か し具体 的 体 験 の もつ 「構 造連 関」 とい う内在 的 固 有 性 は維 持 され るの で あ

るo

注2.「 構 造 」(Struktur)は,「 内 容 の 変 遷 に お・い て 恒 常 的 左 形 式 」 で あh,⑱oU飢 σw,

Dilthey,S.153)か つ そ れ は,:Lebenに 澄 け る 全 体 の 部 分 へ の 「分 節 化 」 の 有 り

方 つ ま り 「心 的 連 関 の 個kの 諸 部 分 が 互 い に 係 って い る 諸 関 係 の 総 体 」(皿.S.15)で あ る 。

注3.デ イ ル タ イ は,「 吾 々 は,… こ の 構 造 連 関 を覚 知 す る(innewerden)故 に,人 間 的

生,歴 史,人 間 的 左 もの の す べ て の 深 み,深 淵(Abgrunde)を 理 解 す る 」((}.S.V.

・S
.206)と し,'「 も し人 間 の 学 が あ る と す れ ば,そ れ は,体 験 のTotalitatを,構

造 連 関 に 従 って 理 解 し よ う とす る 人 間 学 で あ ろ う」(冊.S.279)と 述 べ て い る。

2)

注1.ヨ ル ク は,デ イ ル タ イ へ の 書 簡 で,-「Seinは:Lebenの 欠 如 態(Derivat)で あ る 」

と 明 確 に 規 定 して い る 。(BriefwechselW.DiltheyundP・Yorckvon

Wartenburg,S.203)ま た,'ハ イ デ ヅ ガ-に 赴 け るSein左 い しDaseinと デ イ

ル タ イ に お・け るLebenど を比 較 考 察 し た ミsi/sの 興 味 深 い 研 究 が あ る 。G.Misch,

Lebensphilosoghieandphanomenologie,S.47.ff,

注2.Diwald,W.Dilthey.Erkenntnistheorieandphilosophie

der'Ge・schi,chte,S.242

注3.Huss{kやL}.Vodβsunge皿zurphanomenologiedesinneren

Z・ 三tbg瑚 βt$6麺 ・(Husse・h・n・ ・Bd・X)

注4,・ ～=の三 ア 的 時 閻 統 一 と し て の 主 観 的 時 間 性 を デ イ ル タ イ は,「 具 体 的 時 間 」(konkre-

to.Zer:t).a「 現 実 的 時 間 」(wirklicheZeit)と 呼 ぶ 。(皿.72)

注5.Dtlthey,(}.S.V.S.218注6.Dilthey,op.ci』t.S.2.14

注7.Dilth:ey,G6、 」S』.s一.8!0、V.S.225注8.Di・lthey,G.S。yQ.S.253

注9こ れ に 関 し て は,フ ッ サ ー ル も,「 永 遠 な 」 「非 時 間 的 な 」 「客 観 的 真 理 」 に 対 し て,「

事 実 」,「 意 識 体 験 」 は,「real左 個 別 性 」 で あ る が,「 個 別 的 」 で あ る こ とは 「時 間 的

に 限 定 され て 」 い る こ と で あ り,従 っ て 「二 回 的 」 で あ る こ と を 述 べ て い る 。(Vgl,

Husserl,LogischeUntersuchungen,1.S.119MaxNiemeyerV,)

3)

注1。1}ilthey,G.S.㎎.S.229注2.Dilthey・oP・cit。S・135

注3.Spranger,W.1)itthey,S.20

注4.デ イ ル タ イ の 言 う 「客 観 的 精 神 」(objektiverGeist)と は,吾 々諸 個 人 間 の

共 通 性 で あ る 「理 性 の 自 同 性 」 や 「憾 情 生 活 に お け る 共 感 」 ま た 「当 為 の 意 識 に 伴 わ れ た

権 利,義 務 に 知 け る 相 互 拘 束 」 左 どに 基 い て,人 間 精 神 が 「感 性 界 」 へ 表 現 的 に 「客 観 化 」
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され た多 様 な形式 一例 え ば・ 生 活 様式 か ら経 済,法,学 問,芸 術,宗 教 に至 る 「文 化体 系 」

や・ 集 団組 織 ・ 政治 的組 織 な どの 「社 会 の外 的組 織態 」 一 で あ り,吾 々が
,生 まれ た時 か ち

その 中で生 活 して い る精 神 的 ・文化 的,・社 会 的環境 を形 成 して い る。 この用語 そa.)ものは,

ヘー ゲ ル か ら借 り左 もの だ々㍉ 「主観 的 精 神 」一 「客 観 的精 神 」一 「絶 対 的精 神 」 とい うヘ

ー ゲ ル の精 神哲 学 の 体 系(Vgl
,Hegel,Encyclopadie,DritterTeil.

、philosqphfe.,desGeistes)に 知 け る用語 法 とは,「 概念 の 体i系的 位置,そ の

ね らti・ お・よび範 囲 」 に関 して異 って い る。(Dilthey,G .S.冊.S.148.ff)そ

れ は・ へ一 ゲ ル の 「絶 対 精 神」 一 「芸 術 」 「宗 教 」 「哲 学」 一 や あ る限 度 内 で,「 主観 的精

神 」 を も包 括す る もの で あ、る と いえ る。

注5.Dilthey,G.S.珊.S.86

注6・ リヅケル トも言 う よ うに,内 的 に 「理解Lう る もの 」は,外 的 に 「知覚 し うる もの⊥ を基

体 と して,そ れ に結 び つ くと きに初 めて,「 具体 的 意 味形 象 」 と して象客 観 的 に 「理解 しう

る もの 」 とな る。(Rickert,Die:ProblemederGeschichtsphil .oso-

phie,S.25)

注7.Di.lthey,G.S。 ㎎.S.263注8.Diithey,op.cit.S.273

注9.自 然 の 「因 果連 関」 に 対 して,「 人 間 的・=社会的=歴 史 的現 実 」 の 「作用 連 関」 の独 自性

をデ イルタ イは高 調 した が,そ れ は根 本 的 に有機 体 説的 論 理構 造 に立 脚 してNる 。 しか し こ

の 場合,カ ン ト的 な 「現 象界 」 と しての 自然観 と古 典的 な因 果説 を継 承 しつつ,'し か もこれ

を 自己 に対 立 させ る と ころ に,デ イルタ イは 一 つの 時代 的 限界 内に留 ま って い る と思 われ る。

と.ころ で他 方,「 因果 性 」 に つ いて近年,啓 発的 な よ り深 い洞 察 を示 した科 学哲 学 者,ブ ン

ゲ も・広 義 の 「決 定論 」 の立 場 をと りな が ら も・ 「社 会 ・歴 史的事 象 は顕 著 に非 因 果的 で あ

る」 と して,「 自己決 定 的J,「 弁 証 法 的」,「 目的論 的 」,「 統 計 的」 とい う諸特 徴 を 「

社 会 ・歴 史 的事 象 」 に含 ま せ た広 い視野 か ら 「決 定性 」の 問題 を論 じて い る。(マ リオ ・ブ

ンゲ,「 因 果性 」邦 訳,岩 波 書 店,285頁 参照)こ の よ うに一般 的 に広 い 見地 か らみ ると,

デ イル タ イが 「因 果連 関」 に対 置 させ た 「作 用連 関 」 は,彼 自身 充分 に分析 し尽 さず に終 っ

た多 くの 問題 点 を残 し てい る と言 わ ねば な らない。

置.

注1.

注2.

注3.

注5.

注7.

注9.

Heussi,DieKrisisdes/且istorismus,1932S .72

Gadamer,WahrheitandMet.hode,5.221

Gadamer,op.cit.S.216注4.Dilthey,G.S.皿.S.262

Dilthey,G.S.皿.S。204注6。Dilthey,op.cit.S.226

Dilthey,G.S.皿.S.153注8.Dilthey,op.c
.it.S.290

Dilthey,op.cit.S.291注10.Dilthey,a.娯o.

注11.人 間 ゐ歴 史的 自己認 識,精 神 科学 的理 解 にお>toて 「普遍 妥 当性 」 が得 がた い とい う認識 論

的 ア ポ リア,言 い換 え れば,Lebenの 「扱 み尽 くし難 さ」(Unerschopflichkeit)
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も・ こ の よ う な 表 現 的 左 創.造 的 発 展 性 に 根 を も っ て い る と 思 わ れ る 。

注12..Diithey,G.S.珊.S.154
.注13.Dilthey,op.cit.S.243

注14.Dilthey,op.cit.S.261注15 .1)ilthey,op.c・it.S.256『.

注16.La・dg・eb・ ・W・Dilthey・Th・ ・ri・de .rG。i,t。 。wissen
.、ch。ft一 ・

en,S.1.28

注 ・7.T・ ・elt・ch・.D・rHi・t・ri・m・ ・u・d・ein・P・ ・b
.1・me=(C+.S.獲 『),『

S.'524

注18..Di.lth.eyg.G..S.珂..s.227.,233,220

注19・B・ ・g・on,L・ ・d・ ・x・ ・urce・d・1・m・raleetd・1、areligi
-

on,1932.P.323

注20.Dilthey,G.S.V!6s.77

注21.bilthey,.G.S.1.S.403
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